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(5)下水脱水汚泥処理量15 t/d および150 t/d の下水汚泥旋回溶融システムの設計、建設および運転を通じ、本システ
ムが実用化可能であることを明らかにしている。また運転コスト上重要な要素である熱収支が装置のスケールアップ
によって改善されることを示すと共に、耐熱材料のさらなる改良、エネルギー消費量の削減等将来解決すべき課題を
明らかにしている。
以上のように、本論文は下水汚泥溶融法の一つである旋回溶融システムについて、旋回溶融炉内での燃焼機構の解
明、耐火材の耐用試験に基づく最適材料の選定法、炉体冷却システムの開発、重金属の挙動、生成スラグの有効利用
法等、旋回溶融システム開発に必要な要素技術と実用システムについての研究成果をまとめたものであり、社会的に
重要な下水汚泥処理及びリサイクル法の開発を通じて環境工学の発展に寄与するところが大である。よって、本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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